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○独学で、自分の感覚でゴルフ
ゴルフを始めたきっかけ
は５歳の頃、父親のゴルフ
の練習について行ったのが
きっかけです。その後は、
どんどんゴルフの面白さに
はまり、自分からゴルフの
練習をしたいと言うように
なっていました。
もともと教えてもらうこ
とがあまり好きではありま

せんでしたので、コーチをつけずに、独学でやってきま
した。球を打つフォームなど、型は気にしていませんの
で、自分のスイングをビデオで見たりはしません。子ど
もの頃からフォームよりも自分の感覚を大事にして、ゴ
ルフに向き合っています。

○初優勝したときの気持ち
ゴルフが好きで始めて、
その延長で、プロとして限
られた人の中でプレーでき
ていることは誇りです。そ
んな思いで、一試合一試合、
一生懸命やってきました
が、こんなに早く優勝でき
るとは、自分でもびっくり
しました。
優勝した試合は両親も見
にきてくれていましたの

で、両親の前で優勝できて本当によかったです。
プロになって２年目で優勝することができて、順調に
成績が残せていると感じています。

○ゴルフを通して
さまざまなところに行ってみたい
実はゴルフが好きな大きな理由は、ゴルフを通して、
さまざまな場所に行って、そこの自然を感じることがで
きるからです。純粋に、いろいろなところに行くことが
好きなんです。子どもの頃からの夢は、全英オープンで
優勝することですが、これからもっと活躍して、アジア
やヨーロッパなど海外で広くプレーして、さまざまなと
ころに行ってみたいです。

○四日市市の観光大使として一言
観光大使の、こに
ゅうどうくんの形を
した名刺は、皆さん
に好評です。これか
らも世界中で名刺を
配って世界中の人に
四日市を知ってもら
えるよう頑張りま
す。

老若男女、各分野で活躍するさまざまな「四日市人」を
取材して、その人の言葉で四日市の魅力などを読者に伝
えるコーナーです。
ＣＴＹ「ちゃんねるよっかいち」でも紹介します。
放送日時：２月11日〜３月10日 ６：40・20：30

（土・日曜日は６：40を９：00に変更） 昨年９月に開催された「2013アジアパシフィッ
クオープンゴルフチャンピオンシップ パナソニッ
クオープン」で、見事初優勝を果たした大井の川町
出身で、本市の観光大使でもあるプロゴルファーの
川村昌弘さんにお話を聞きました。
プロ２年目の20歳３カ月４日での優勝は、日本
のツアー史上５番目の年少記録となります。

川村昌弘さん
かわ むら まさ ひろ

※こにゅうどうくんの
形の名刺

表面
裏面
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市内各地区の自慢や話題を紹介していただきます。

保々地区は市内北西部に位置し、いなべ市と東員町、菰野町と隣接しています。（１月１日現在：人口7,306人、
面積10.86㎡）地区の中央を朝明川が東西に流れ、ホタルが飛び交う自然豊かなまちです。
一方、古墳（９カ所）や遺跡（18カ所）が点在するなど、史跡の多い歴史のまちでもあります。その歴史を次
世代へ伝え、ふるさとを見直してもらおうと、地域住民が“保々歴史を語る会”を発足し、“歴史案内板（※）”
の設置、“ふるさと歴史マップ”や“ふるさ
と保々”の作成、地区内の史跡を巡るウオー
キング大会の開催などの活動で「保々の歴
史」の保存と啓発に努めています。今回は、そ
の史跡の一部を紹介します。

◆若宮古墳（殖栗連の墓）【小牧町北】
えぐりむらじ

８世紀頃、現在の保々地区一帯を治めていた殖栗連の墓であると、地元で伝
承されていました。明治15（1882）年に発掘が行われ、横穴式石室であること
が判明し、室内から金環・壷・須恵器坏・鉄鏃などが出土されました。これら

す え き つき てつ ぞく

出土品は、殖栗神社（西村町）の宝物として保存されています。現地には、殖
ほう ぶつ

栗連の墓として碑が建てられています。

◆市場城（別名：朝倉城）跡【市場町】
足利幕府の代官であった朝倉氏が、朝明川南側にあった大樹寺を川の北側台

だい じゅ じ

地へ移築後、1400年代後半に築城されました。ここより西側約1.8kmにあった
保々西城（西村町）の支城といわれ、永禄11（1568）年に織田信長の家臣、滝川

一益の軍勢との戦いに敗れ、落城したといわれて
かず ます

います。現在も、当時の井戸跡・空堀・土塁など
から ぼり ど るい

が残っています。

◆神崎の常夜燈【小牧町南】
かん ざき

石造りの常夜燈は、旧八風道・四日市道・千種
はっ ぷう ち くさ

道・員弁道の五差路へ安政７（1860）年３月に建立されたものです。当時は、美濃、
い なべ

関ケ原、いなべの人たちが伊勢神宮に参詣するため、ここを通って四日市から東海
道へ出ていました。この辺りは、江戸時代から
明治時代にかけて旅籠・茶店・馬屋などが立ち

はた ご ちゃ みせ

並び、旅人でにぎわっていたといわれています。 保々地区市民センター
（緯339－0001 胃339－8004）

問い合わせ先

※平成14年から毎年作成し、地区内に約50の案内
板や道しるべが設置されている

「保々の歴史」を次世代へ!!




